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野菜と手紙をいただきました
　

11
月
下
旬
、
南
陽
市
立
梨
郷
小
学
校

の
皆
さ
ん
が
育
て
た
野
菜
を
南
陽
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
届
け
て
く
だ
さ
り
、

代
行
し
て
お
渡
し
し
ま
し
た
。
野
菜
を

受
け
取
っ
た
方
々
は
「
あ
り
が
た
い
ね
」

「
元
気
が
も
ら
え
る
ね
」
と
心
温
ま
っ
た

様
子
で
し
た
。
ま
た
、
一
枚
一
枚
書
い

て
く
れ
た
手
紙
を
手
に
す
る
と
「
励
ま

さ
れ
る
よ
」
と
話
し
、
子
ど
も
達
か
ら

の
ま
ご
こ
ろ
が
伝
わ
っ
た
瞬
間
で
も
あ

り
ま
し
た
。

梨
郷
小
学
校
の
み
な
さ
ん
、
野
菜
つ
く

り
に
関
わ
っ
た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
（
南
陽
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

生
活
支
援
相
談
員　

Ｓ
）

〜
南
陽
市
立
梨
郷
小
学
校
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
（
抜
粋
）

　

梨
郷
小
学
校
で
は
、
生
活
科
や
総
合

的
な
学
習
の
時
間
な
ど
に
お
い
て
、
保

護
者
や
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
方
々
を「
フ
ァ
ー

ム
の
先
生
」
と
し
て
お
招
き
し
て
野
菜

の
栽
培
活
動
に
取
り
組
み
、
昨
年
度
よ

り
「
子
ど
も
農
業
生
産
法
人
の
び
の
び

フ
ァ
ー
ム
」
と
い
う
学
習
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
秋
野
菜
が
大
豊
作
で
、
宮

城
県
塩
釜
市
の
寒
風
沢
島
に
児
童
・
職

員
・
保
護
者
・
地
域
の
方
か
ら
な
る
訪

問
団
を
結
成
し
戸
別
訪
問
を
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
百
本
（
個
）
以
上
届
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
福
島
で
採
れ

た
ひ
ま
わ
り
の
種
を
育
て
て
、
ま
た
福

島
へ
戻
す
と
い
う「
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
も
全
校
生
で
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

今
回
、
南
陽
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る

方
々
に
大
根
や
白
菜
な
ど
を
お
渡
し
で

き
る
こ
と
は
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
も

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
で
き
る

だ
け
多
く
の
皆
様
に
お
渡
し
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。　
　
　
　

〜
こ
こ
ま
で
〜

　11 月 22 日（土）～ 24 日（月）、避難者サークルに布地の
支援を続ける南陽市の㈱大場ウエスセンターさんのご協力で、
避難者サークル「花はな会」と「Happy ♡ Smile」、寒河江の

避難者の方の作品展示が山形市ビッグ
ウィング会場で行われました。

　「山形の人や福島の人、それぞれが
つながり合うきっかけになって欲し
い。」という大場さんの想いで開催さ
れた展示会には、3 日間で約 500 人の来場者があり、避難者サークル
の活動を市民の方に知ってもらう機会となりました。

山形市 “ 花はな会 ” と高畠町 “Ha p p y ♡ Sm i l e ”  　
山形市ビッグウィングで作品展示

復興ボランティア
支援センターやまがた

Twitter

http://www.facebook.
com/fvsc.yamagata

南陽市立梨郷小学校から避難者へ

From山形



うぇるかむ　第５６号　平成 26 年（2014 年 ) １２月１７日発行

From福島

From福島

放
射
能
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

～
南
相
馬
市
の
放
射
能
に

　
　
　
　
　
　
　

ど
う
向
き
合
う
か
～

　

11
月
24
日(
月
・
祝)

、
福
島
県
南
相
馬
市

鹿
島
区
「
さ
く
ら
ホ
ー
ル
」
に
て
、
南
相
馬
市

の
放
射
能
を
テ
ー
マ
に
市
民
が
安
全
な
生
活
環

境
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
児
玉
龍
彦
氏(

東
京
大
学
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
長)

の
講
演
で
「
南
相

馬
市
の
放
射
能
と
向
き
合
っ
て
」
と
題
し
、
最

新
の
除
染
状
況
、
米
作
り
・
漁
業
の
再
開
の
安

全
確
認
の
背
景
、
除
染
土
や
汚
染
水
の
保
管
場

か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
背
景
を
、
詳
細

な
デ
ー
タ
を
基
に
詳
し
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
玉
氏
は
震
災
の
23
年
７
月
に
衆
議
院
厚

　

11
月
27
日
（
木
）
二
本
松
市
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
帰
還
者
支

援
に
お
け
る
課
題
の
抽
出
・
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

ふ
く
し
ま
地
域
活
動
団
体
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
・
ふ
く
し
ま
連
携
復
興
セ

ン
タ
ー
共
催
に
よ
る
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

前
半
は
山
形
に
避
難
し
帰
還
し
た

中
村
美
紀
さ
ん
か
ら
経
験
と
現
状
に

つ
い
て
の
発
表
と
、
福
島
で
帰
還
者

当
事
者
に
寄
り
添
う

　

帰
還
者
支
援
に
む
け
て

　
　
　
　
　
　

ｉ
ｎ
二
本
松

生
労
働
委
員
会
で
国
の
原
発
事
故
対
応
を
厳
し

く
批
判
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現

在
も
福
島
県
南
相
馬
市
や
双
葉
郡
で
の
除
染
活

動
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
民
間
企
業
に
も
高
性

能
の
機
器
の
開
発
を
促
し
、「
安
心
」
は
サ
ン

プ
ル
検
査
で
は
な
く
「
全
検
査
」
と
の
考
え
か

ら
、
鮮
度
を
落
と
さ
ず
短
時
間
の
よ
り
詳
細
な

線
量
測
定
全
検
査
が
実
現
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

後
半
は
、
桜
井
市
長
司
会
の
下
、
児
玉
氏
に

渡
邉
正
巳
氏(

京
都
大)

、
堀
有
伸
氏(

雲
雀

ケ
丘
病
院
副
委
員
長)

ら
専
門
家
と
市
民
の
代

表
二
名
も
加
え
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ス
シ
ョ

ン
「
南
相
馬
市
の
放
射
能
に
ど
う
向
き
合
う
か
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

聴
衆
か
ら
は
「
最
新
の
除
染
状
況
、
精
密
な

測
定
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
言
っ
て
も
“
危
な
い
も

の
を
使
い
回
す
こ
と
で
は
な
く
安
全
に
保
管
・

移
送
す
る
た
め
の
方
法
だ
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
て
よ
か
っ
た
」「
安
心
・
安
全
あ
り
き
の

パ
ネ
リ
ス
ト
で
な
く
て
よ
か
っ
た
」
と
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。
現
実
的
に
向
き
合
う
た
め
に
正

確
な
情
報
を
取
り
入
れ
続
け
る
よ
う
、
強
く
勧

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
し
た
。（
南
相
馬
市
Ａ
）

の
マ
マ
達
（
パ
パ
）
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
富
田
愛
さ
ん
・
伊
達
市
役
所
の

佐
藤
三
雄
さ
ん
か
ら
は
支
援
す
る
側
の

取
り
組
み
や
現
状
に
つ
い
て
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　

後
半
で
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

課
題
な
ど
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
グ
ル
ー
プ
で
は
、『
居
場
所
づ
く

り
』
や
『
情
報
提
供
』
が
共
通
し
た
課

題
と
し
て
だ
さ
れ
、「
当
事
者
と
支
援
団

体
と
行
政
が
連
携
し
て
情
報
を
整
理
し
、

生
活
者
レ
ベ
ル
で
情
報
を
提
供
し
て
ほ

し
い
」、「
個
人
情
報
と
い
う
壁
が
あ
る

中
で
ど
の
よ
う
に
情
報
提
供
し
た
ら
い

い
か
」、「
帰
還
す
る
前
に
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
に
登
録
し
て
も
ら
う
の
は
ど
う

か
…
」
な
ど
こ
れ
か
ら
の
帰
還
支
援
に

対
し
て
の
前
向
き
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
回
は
、12
月
18
日
（
木
）
郡
山
市
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援
に
つ
い
て
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。
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カウンセリング・ ルーム　メール相談： ryokusuinomori@yahoo.co.jp
　 

しあわせココロのつくりかた（28）

　　　　カウンセラー・スピリチュアルケアアドバイザー 志 村 友 理

　米沢へ来て約3.5年 !!地元の方との

交流も活発に行っており、少しは気も晴

れてます。（渡利町→米沢市　60代男性）

　こちらで知り合って、一緒に頑張って

来たお友達が、徐々に福島へ戻り、とり

残されるようで寂しいです。みんなの存

在、本当にありがたいと実感しています。

（福島市→高畠町　30代女性）

みんなの声

「みんなの声」につぶやきを送ろう

　避難してきた当初は不安よりも、見知

らぬ土地を楽しんでやろう!!とポジティ

ブに過ごせていましたが、日を追うご

と、年を追うごとにやっぱり古里に帰り

たい・・そんな気持ちが強くなってます。

　　（相馬市→米沢市　30代女性）

　避難してきた時は、１人だった子供が

来年には３人に。育児はストレスがたま

り大変だけど、山形で知り合った方と交

流を持ち、楽しく過ごしていきたいです。

（福島市→米沢市　30代女性）

　福島の家が3年半たった今、除染が

はじまりました。終ったら、帰らなくて

はいけないのかな・・・。まだまだ、山

形で頑張りたいんだけどな・・・。

（福島市→米沢市　40代女性）

h t tp : / / k i zuna .yamaga ta1 . j p /
modules/ccenter/?form=2

スマホや携帯で
ＱＲコードを
読み取ってね

　世の中には様々な情報が溢れていて、 一体どれが真実なの？とわからなくなることあります

よね。 そんな時一番頼りになるものは、 自分自身の直感力です。 その直感力、 不安や心配に心

が不安定な状態では正しく働かないもの。 直感力を鍛えるには楽しい嬉しいを感じ取る能力を

高め、 素直な心でいることが大事です。 幼いこどもに不思議体験が多いのは、 出逢うものすべ

てに興味を示し、 楽しむ素直な心が養われているから。 大人になったわたし達に欠けてしまった

素直な心。 もう一度取り戻して人生を輝かせましょう。

（ ワンポイントアドバイス）

今年も最後の月になりました。 要らないものを祓い清め、 新しい力を養いましょう。

お酒 ・ コップ半分、 お酢 ・ お猪口 1 杯を、 お風呂に入れて入浴してみて。 体が温まり、 体の中

の毒素が出ると言われています。 また肌が美しくなる効果もありますよ。

　震災時は福島市にいました。その後、

南陽市へ自主避難。思いきり、深呼吸が

出来て、洗濯物を気にせず干せる事に感

謝。でも、知り合いがいない事に、心細

くなった事もありました。

　アパートでは、同じ福島市からの親子

や隣の方々が優しくして下さり、毎週

月曜日の集いでは福島の方々ばかりで、

ほっとしました。

　また市役所でお仕事をさせて頂き、皆

さんを迎える側としてイベントをしたり

して、年齢を関係なく友達になれた事が

嬉しかったです。市役所や長寿センター

の職員の方々にもとても良くして頂き、

心癒やされ楽しい時間でした。

　友達も沢山出来て、これから…という

時に主人の転勤で今年８月に小国町へ。

今は、子育て支援センターで保育士とし

て働かせて頂いています。皆さん、明る

く楽しい方々で慣れない私を温かく見

守ってくれています。

　何と！山伏修行では『うぇるかむ』の

方と出会い。人との出会いが私達の人生

を豊かにしてくれました。出会った皆さ

んに感謝です。

（福島市→南陽市→小国町　40代女性）
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今
月
の
キ
ー
ワ
ー
ド

そ
れ
ぞ
れ
の
声

今
回
は
、
岩
手
県
か
ら
山
形
に
避
難
し
て
い
る

方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か
？

Q2
　

復
興
住
宅
が
地
元
に
で
き
る
ま
で
あ
と
３
年
く

ら
い
は
か
か
り
ま
す
。
復
興
住
宅
に
入
れ
た
と
し

て
も
、
５
年
で
住
宅
を
買
い
取
り
し
な
い
と
い
け

な
い
と
な
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
年
金
で
買
い
取
り

で
き
る
の
か
、
買
い
取
る
必
要
が
あ
る
の
か
を
考

え
る
と
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

地
元
は
過
疎
化
し
て
い
て
通
院
が
と
て
も
大
変

な
環
境
で
す
。
地
元
に
戻
り
た
い
で
す
が
こ
れ
か

ら
年
を
と
っ
て
、
自
分
の
事
が
で
き
な
く
な
っ
て

い
っ
た
り
、
病
院
通
い
な
ど
も
考
え
る
と
不
安
が

大
き
く
な
り
ま
す
。

　

一
時
的
な
家
で
は
な
く
、
ず
っ
と
住
め
る
、
落

ち
着
け
る
家
に
早
く
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
一
部
屋
の
ア
パ
ー
ト
に
一
人
暮
ら
し
で
す
が
、

時
々
孫
が
泊
り
に
来
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

岩
手
か
ら
の
お
便
り
が
時
々
来
ま
す
が
、
い
つ

か
戻
る
こ
と
を
考
え
る
と
イ
ベ
ン
ト
情
報
よ
り
も
、

地
元
の
地
区
ご
と
の
制
度
や
再
建
具
合
な
ど
の
情

報
が
あ
る
と
助
か
り
ま
す
。

　

岩
手
県
釜
石
市
出
身
で
す
。
津
波
が
あ
っ

た
と
き
、
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
職
場

に
い
ま
し
た
。
高
台
に
あ
る
老
人
ホ
ー
ム
で

３
人
引
き
揚
げ
た
と
こ
ろ
で
足
元
に
津
波

が
き
ま
し
た
。
津
波
が
ひ
い
た
あ
と
も
、
老

人
ホ
ー
ム
の
入
所
者
の
方
々
と
避
難
場
所

を
転
々
と
し
、
入
所
者
の
お
世
話
や
身
元
確

認
で
寝
る
間
も
無
い
日
が
続
き
ま
し
た
。

自
分
の
持
病
の
検
査
が
必
要
で
し
た
が
、
近

く
の
病
院
で
は
通
院
が
出
来
ず
、
弟
が
住
ん

で
い
る
山
形
に
引
っ
越
す
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
今
は
借
り
上
げ
ア
パ
ー
ト
で
一
人
暮

ら
し
で
す
。

ど
ん
な
経
緯
で
避
難
し
ま
し
た
か
？

Q1 ～ 

岩
手
県
か
ら
の
避
難 

～

http://tsunagarou.net/
　「うぇるかむ」 に掲載された今までの記事と、 山形に避難されている

方々に向けた各種情報を掲載しています。 ぜひご覧ください。

偶数月の第１土曜日　午前 10:30 ～ 12:00
　　→次回は 2 月 7 日
会場：山形市避難者交流支援センター
　　　（山形市落合町１　山形市総合スポーツ
　　　 センター３Ｆ）
山形県内どこにお住いの方でも参加ＯＫです！申込み不要。
直接会場へお越しください。

【お問合せ先】
山形市避難者交流支援センター 
 TEL: 023-625-2185　FAX:023-625-2191

★奇数月は宮城県出身のみなさま対象の
　「みやぎカフェ」開催！
　奇数月の第１土曜日 午前 10:30 ～ 12:00
　　→次回は 1 月 10 日　
※年末年始休業のため１月のみ第２土曜日開催となります。

いわてカフェ

岩手県出身のみなさまの専用交流スペースがオープンします。

同郷の方とお話ししませんか？

みなさまのご意見をうかがいながら、岩手県職員さんを交えた「岩手県情報

交換会」の開催も計画していきます。

® わんこきょうだい

® わんこきょうだい



いきいき
アドバイス

早稲田大学

総合人文科学研究センター

招聘研究員　松村　治

5
これまで “いきいきアドバイス”というタイトルで、ライフスタイルを変えるための４

つのポイントを「うぇるかむ」で紹介しました。それらの４つのポイントはどれも重要で互

いに関連のあるものですが、なかでも外に出て自然とふれあうことから始めると、ほかのこ

とがらが実行しやすくなります（カッコ内は「うぇるかむ」の掲載号）。 
 
 
 
 
                            
 

 
                
                   
                               

地域の人と交流

する 

ストレスに 

強くなる 

地域の中で能力

を活かす 

外に出て自然

とふれあう 



クリスマスパーティに

花を添えます

次号は１月21日発行です

情報提供や寄稿は、

１月７日までにお寄せ下さい。

お待ちしてまーす！

団体紹介

　大人はゆっくりおしゃべりを満喫。子どもはキッズスペースで
大はしゃぎ。お母さんがゆっくりお茶を飲んでお話したり、子ど
もが楽しく遊べる、そんな安心して過ごせる避難者の居場所を目
指して 2012 年 6 月にふわっとが始まりました。
　ふわっとは福島の「ふ」と米沢の「わ」そして、みんなが「わっ
と」集う場所になるようにとの思いが込められています。
　交流スペースは月曜日～金曜日９時～１６時まで開放していま
す。また、就学前の児童を対象にした「あいうえお教室」や小学
生を対象にした学習支援などを開催しています。

　福島・山形の情報コーナーを設置し、新聞やチラシを見ることができます。
　素敵なイベントの案内などもあります。ふわっとにある本は貸し出しもできるので、お家でゆっくり読むことも
できます。
　寒い冬は子どもの遊び場探しに困ったりしますが、そんなときは、ふわっとに足を運んでみてください。

NPO法人おいたまサロン 避難者交流サロンふわっと

ラ・フランス　乳 寒天
＜材料＞　

ラ・フランス　　1缶

（お好みでラ・フランスのコンポート

を手作りしても良いです。）

寒天　　５ｇ

水　　　400ml

レシピ提供 ：
在来作物案内人　鈴木淳子さん

＜作り方＞

① ラ・フランスは薄く切っておく。

② 水に寒天をふり入れ沸騰させる。

　 Ａを入れ、流し缶に入れて、少し

　 固まってきたら上に①のラ・フラ

   ンスを敷き詰める。

③ Ｂも②同様に煮溶かし、ラ・フラ

　 ンスを敷いた型の上に流し冷やす。

＊ 

寒
く
な
り
、
早
く
も
布
団
か
ら
出
た
く

な
い
病
で
す
。
サ
ン
タ
さ
ん
、
寒
さ
に

強
い
か
ら
だ
が
欲
し
い
で
す
。（
た
だ
）

＊ 

い
よ
い
よ
雪
が
降
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

せ
っ
か
く
な
の
で
大
人
も
子
供
も
冬
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。（
く
ま
も
ん
）

＊ 

福
袋
の
予
約
を
し
ま
し
た
。
お
正
月
に

家
に
届
く
ら
し
い
で
す
。
家
に
い
な
が

ら
初
売
り
も
楽
し
め
る
な
ん
て
！
ま
た

寝
正
月
に
な
り
そ
う
で
す
。（
サ
チ
）

＊ 

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
つ
い
つ
い
忘
れ

が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
… 

今
在
る
こ
と

に
感
謝
。
そ
し
て
、
今
年
一
年
に
感
謝
。

（
く
り
）

＊ 

凍
結
道
の
合
言
葉
は
「
ポ
ン
ピ
ン
グ
ブ

レ
ー
キ
」。
若
葉
マ
ー
ク
の
娘
に
心
配

な
母
で
す
。「
ス
ノ
ー
ブ
ラ
シ
持
っ
た
？

あ
、
発
進
も
ゆ
っ
く
り
ね
〜
！
」（
海
）

お問合せ

はこちら

NPO 法人おいたまサロン 避難者交流サロンふわっと 
〒 992-0039 　米沢市門東町 3 丁目 3-7　おいたまサロン２階　
　　　　　　　無料駐車場「（有）モロオカ駐車場」をご利用ください。
電話　070-5473-8543　E-mail　little_fukushima_in_oitama@yahoo.co.jp

☆ブログ「鈴木淳子の楽しむ食育」もご覧ください♪　http://ameblo.jp/hanamizuki-junko/

Ａ　砂糖　　80g  

　　牛乳　　200ml

　　生クリーム　50ml

　　コンデンスミルク　20g

Ｂ　寒天　　２ｇ

　　水　　　50ml

　　ラ・フランス缶の汁 200ml

　　コアントロー　大さじ 1

ニュー


